
WEBサイトの
パーソナライゼーションを
シンプルに：
開発者とマーケターの
ためのガイドブック
 
Drupal用に最適化されたパーソナライゼーションツールは、
これまで以上に開発者やマーケターにとって有益なツールと
なることでしょう
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イントロ
もしあなたが開発者の場合、同僚のマ
ーケターが目指すものとあなたの取り
組みが相反するように感じられること
が多いかもしれません。 

しかし、すべてのオンラインビジターに
パーソナライゼーションと高品質な顧
客体験（CX）を提供することは、今後も
重要です。そのためには、マーケティン
グチームと効果的な協力関係を構築す
る必要があります。

事実、CXは非常に厳しい競争の場とな
っています。ここでCXに取り組まずにい
ると、ほぼ間違いなく自社のビジネスは
不利になってしまうでしょう。

Webサイトやアプリを通じて魅力的な
CXを実現するためには、パーソナライ
ゼーションがカギとなります。そしてそ
のためには、Web開発者とマーケター
が、パーソナライゼーションの進め方に
ついて同じ認識を持つことが必要なの
です。

開発者もマーケターもそれぞれの立場
で多くの課題に直面しながらも、成果
を上げるというプレッシャーにさらされ
ているのは事実でしょう。しかし、お互
いの課題を理解し合うことにもう少し
時間をかければ、より大きな成果を上
げることができるはずです。
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パーソナライゼーション
における開発者の課題
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開発者は毎日さまざまな問題に直
面しており、その中には事後対応的
な業務も含まれます。複数のユーザ
ーからのリクエストへの対応、複雑
なプロセスの管理、ハイレベルな
セキュリティ確保などですが、積極
的にアクションを起こす時間はほ
とんどないのが現状です。

さらに、開発者が使用するバックエ
ンドツールの多くが相互連携がで
きず、カスタマイズもほとんどでき
ません。このような障害によって資
金と人材の両方が流出し、より大き
な問題の引き金になってしまうので
す。

パーソナライゼーションに関して
は、さらに多くの課題を考慮しなけ
ればなりません。まず第一に、テク
ノロジーの実装とサポートが簡単
である必要があります。Web開発
チームが最も避けたいことは、あま
りにも専門的でマーケターが使い
こなせないようなシステムを導入す
ることでしょう。 

結局、開発者側とマーケティング
双方の仕事を増やしてしまうだけ
だからです。

効果的なコラボレーションを実現
することは、多くのパーソナライゼ
ーションツールで課題となっていま
す。例えば、誰かが勝手にキャンペ
ーンを展開してしまったり、既に誰
かがカスタマイズしているWebサイ
トの一部を変更してしまったりする
ことで、プロセスが狂ってしまうこ
とがあるのです。
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慎重に運用しないと、パーソナライズされたバージ
ョンが表示される前に元のコンテンツが一瞬表示
される、いわゆる「コンテンツのフラッシュ」が発
生する可能性があるため、お客様によっては不快
感を抱かれるかもしれません。当然ながら、このよ
うな不具合がページやサイト全体のロード時間に
悪影響を及ぼし、さらに問題を大きくしないことが
重要です。

また、APIの連携も重要です。収集しているデータ
を、定期的に転送して自動取得する、あるいは必
要なときにアクセスして取得するなど、信頼性と安
全性の高いプロセスが必要不可欠です。

しかし、そのツールが非常に高性能で複雑な場合、
多くのオプション悩まされることも多々あります。
そうなるとどれが自分のニーズにあっているのか、
見極めることが難しくなります。
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パーソナライゼーション
におけるマーケターの課題
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競争力の強化、資金を確保するための戦略やキャンペーンを実
施する上で、マーケターは欠かせない存在です。しかし、目標達
成をするためには優秀な開発者の協力が不可欠となります。こ
こでは、マーケターが直面する課題について考えてみましょう。

まず、マーケターはさらに魅力的で価値のあるCXを提供する必
要があります。前述したように、その魅力的な体験を提供する
ための鍵となるのが、見込み客、顧客、ビジターにとって有益な
パーソナライゼーションを提供することなのです。

ですが、これは言うほど簡単なことではありません。顧客デー
タはさまざまなシステムに分散していることが多く、マーケター
が購入者の行動や興味を全体的に理解することは困難です。
また、コンテンツがシステムや部門ごとにバラバラに存在する
ため、個々の顧客に合わせた体験を提供するための最適なコ
ンテンツにアクセスできず、活用することができないといった問
題もあります。

マーケティングツールには、データ、コンテンツ、コンテキスト
のいずれかに関連する機能がありますが、これら三つがすべて
が備わっているわけではありません。また、マーケターが適切
な戦略とテクノロジーで備えていても、実際にはIT部門の人的
リソースに制約され、それがビジネス成功の妨げになることも
あります。

パーソナライゼーションに
最適なツール
繰り返しになりますが、すでに重い仕事量を抱えてい
るWeb開発者が新たなマーケティング施策の実施を
命じられた場合、それは非常に困難な状況となりま
す。期待とは裏腹に、開発者が指を鳴らせばパーソナ
ライゼーションが実現するわけではありません。多く
の場合、開発者がこのような取り組みを実施するため
に使えるツールには制限があり、必要なカスタマイズ
ができない可能性があります。
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開発者にとって
のメリット
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ここで、活躍するのがAcquia 
Personalizationです。Acquia 
Personalizationは、顧客や見込
み客が求めるような魅力的なデジ
タル体験を提供し、マーケターを
支援するソフトウェアです。もし、
あなたがすでにDrupalを使用し
てWebサイトを構築・管理してい
るのであれば、おそらくオープンソ
ースの持つ力を信頼し、Drupalの
基本機能であるWebサイトコンテ
ンツを分類する卓越したタクソノ
ミ機能をご存じでしょう。Acquia 
Personalizationでは、他のソリュ
ーションにはないこのタクソノミ
機能を活用することができます。

これにより、分類およびパーソナ
ライゼーションを目的としたメタデ
ータの保存が可能になり、コンテ
ンツの分類とセグメントがはるか
に容易になります。また、お客様が
コンテンツを閲覧するたびにその
情報はコンテンツと一緒に保存さ
れ、そのコンテンツのメタデータを
該当のお客様のプロファイルに関
連付けることができます。

たとえば、あるお客様が自動車
のサイトでミッドサイズのセダ
ンを何度も閲覧している場合、 
Personalizationがミッドサイズ
セダンという分類を持つ車を10
台閲覧したことを記録し、さら
にそのお客様に対してミッドサ
イズセダンを表示するように設
定することが可能です。このよう
に、PersonalizationはDrupalに
組み込まれているメタデータの分
類機能を利用して、お客様が望む
ものをより多く表示できるように
します。

この機能は非常に柔軟でカスタマ
イズ可能なため、パーソナライゼ
ーションの目的に合わせて、マーケ
ティングチームが自由に設計・変
更することができます。例えば、カ
スタムHTML/CSSの追加、カスタ
ムイベント解析の記録、システム内
で誰が何をできるかの制御などが
可能です。
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Acquia Personalizationは、企業にお
けるパーソナライゼーションの成功事
例を確認するためのツールにもなりま
す。ページの読み込みが速くなり、厄介
な 「コンテンツのフラッシュ 」が発生
することもありません。また、API統合
によってデータに直接アクセスできるよ
うになれば、それを分析チームやデー
タサイエンティストと共有できるように
なります。そこから、マーケティングチー
ムが見つけられなかったような様々な
インサイトを発見し、さらに魅力的で卓
越したCXの創造が可能になるのです。

PersonalizationはDrupalのWebサイ
トをカスタマイズする強力なツールで
すが、メリットはそれだけにとどまりま
せん。まず最初に簡易的なカスタマイ
ズを行ったら、簡単な方法でさらに高
度で洗練されたカスタマイズも実現で
きます。このように、パーソナライズの
技術を着実に向上させることで、さらに
大きなROIを達成することができるでし
ょう。
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マーケターに 
とってのメリット
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Acquia Personalizationは複数のチャネルにまた
がる幅広い顧客データを収集し、顧客に関する
全体像を明らかにします。これによりマーケター
は、顧客の好みや行動についてより深いインサイ
トを得られるようになります。このインサイトを
活用することで、マーケターは簡単かつ迅速に顧
客セグメントを定義でき、いつ、どこで、どのよう
に接触しても、その顧客に合ったコンテンツを確
実に提供できるようになります。そうすることで、
顧客が意思決定をする際に最も有力な候補とな
ることができるのです。

認知の拡大・浸透  
 
適切な見込み客をサイトに呼び込むために、も
ちろんマーケティングチームは他の作業も行っ
ています。PERSONALIZATIONは、直接的に見
込み客の呼び込みに役立つ訳ではないかもしれ
ませんが、彼らがサイトに訪問する前に、すでに
重要な基礎を整えておくということなのです。

WEBサイトのタクソノミ機能は、CXに強い影響
を与えます。コンテンツが適切に分類されてい
れば、顧客が求めているコンテンツを簡単に見
つけることができ、セルフサービス機能を有効活
用できます。また、サイトにおけるコンテンツ分
類の力強いツールとなり、自動的なカスタマイズ
を可能にします。

Acquia PersonalizationはDrupal用に構築さ
れているため、さらにリッチなデータ収集がで
き、 マーケティングチームの本格的なカスタ
マイズコンテンツ作成が大幅に簡単になりま
す。WEBサイトの訪問者にパーソナライズされ
たおすすめコンテンツを提示したり、訪問者の
嗜好をリアルタイムに把握するなど、Drupalと
の統合によってより効率的に目標達成ができる
でしょう。

さらに、コーディングの必要はありません。つま
り、マーケターは特別な技術的スキルがなくて
も、簡単にパーソナライゼーションを設定できる
のです。ただクリック、ドラッグするだけで、簡単
にパーソナライズできるのです。
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カスタマーエクスペリエンスを
継続的に向上させるための顧客
データの収集と活性化 
 
では、見込み客があなたのWebサイトを訪問したと
しましょう。ここで、Acquia Personalizationのある
重要な能力が発揮されます。Personalizationはビ
ジターのデータを収集し、どのデバイスを使用して
いるか、どこにいるかだけでなく、アクティビティデ
ータや行動データも同様に収集するのです。

このデータを収集し、ひとつのプロフィールとしてま
とめ、チャネルごとの訪問履歴やリアルタイムのア
クティビティを総合的に表示します。これによりマー
ケターは、様々な条件を基にセグメントを作成し、ビ
ジターへの理解を深め、より効果的なターゲット設
定を行うことができるのです。

もちろんこれらの見込み客は、あなたの製品やサー
ビスを他の製品やサービスと比較しています。しか
し、ビジターが価値を感じる情報が自動的に表示さ
れれば、購買意欲を維持できる可能性が高まりま
す。
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ビジターがコンテンツや解決策を自分で探さなくて
も、パーソナライズによって適切な方法でエンゲージ
メントを高めることができます。また、スケジュール
を設定しタイムゾーンをまたいで配信することもでき
るので、昼夜を問わず世界中のオーディエンスに関
心を持ってもらうことができます。複数のキャンペー
ンを組み合わせることで、サイト内の重要なページを
さまざまなペルソナに合わせてカスタマイズすること
もできます。

Acquia Personalizationでは、以下の3つのタイプの
キャンペーンを利用して、提供する顧客体験をパーソ
ナライズできます。 

	 シンプルなキャンペーン： マーケティングチーム
が設定した基準に基づき、ダイナミックにカスタ
マイズされた体験を提供する 

	 ターゲットキャンペーン： マーケティングチーム
が設定したある特定のビジター層に対して、サイト
のコンテンツをパーソナライズする 

	 A/Bテスト： Webページの異なるバリエーション
を比較テストすることで、ビジターにとって最適な
体験を見極める

 
この3種類のキャンペーンはすべて組み合わせが可
能で、マーケティングチームはより深くビジターを理
解できるようになります。
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また、分析結果や得られたインサイトによって、さ
らに効果的なパーソナライゼーション戦略を導き
出すことができるでしょう。ほとんどのマーケタ
ーは、データサイエンティストなどの専門知識が
なくても必要なレポートを直接取得できるはずで
すが、それらのツールを自由に選択できる場合、
特に有利な立場にあると言えます。

このほか、サイトビジターにパーソナライズされ
た体験を提供するために、さらに3つの機能があ
ります。

	 マルチサイト構築機能： データの収集、魅力
的なコンテンツの公開、そしてひとつのインタ
ーフェイスを通して様々な環境に合わせて最
適化 

	 多言語のカスタマイズ機能： 作成したコンテ
ンツはビジターの場所に関係なく、自動的に
適切な言語に変換 

	 匿名でのターゲティング機能： ブラウザの条
件や位置情報、あるいはサードパーティの設
定値によって、コンテンツをパーソナライズ

 
これらのAcquia Personalization機能は、様々
なレベルでビジターに対する体験のパーソナライ
ズを可能にします。
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Personalizationは、意志決定の
タイミングにおいても影響を与
えます。この時点で、見込み客は
選択肢の中から最適なものを選
び、購入する段階に至っていま
す。

おそらく最も有益な情報と魅力
的な体験を提供したブランドが、
候補リストの上位に入るでしょ
う。Personalizationの導入をす
ることで、その地位を得ることが
できるのです。

これは、すべてのコンテンツを一
元管理できるパーソナライゼーシ
ョン機能によって実現されます。

この方法でマーケターは、コンテ
ンツの選択や公開、シンジケー
ションを合理化し、Web、モバイ
ル、コマースなどの各タッチポイ
ントで、最も関連性の高いコンテ
ンツをビジターに合わせて提供
できるようになります。これによ
り、コンテンツへの投資から得ら
れるROIを最大化することができ
るでしょう。

お客様の意思決定をシンプルに
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あなたが提供したCXにお客様が本当に満
足すれば、きっとリピートしてくれるでしょ
う。また、あなたが提供した特別な体験に
ついて、友人に話してくれるかもしれませ
ん。忠誠心の高い顧客は強力な広告塔と
なり、求める顧客層へのリーチ拡大に一
役買ってくれるのです。

Personalizationは、このようなロイヤリ
ティや支持を高めるのにも役立ちます。
また、強力な分析エンジンには、あらかじ
め用意されたレポートやカスタムのレポー
ト、ダッシュボードが搭載されています。
これによって顧客に対する理解を深め、
パーソナライゼーションの目的達成がより
確かなものになります。マーケターはこれ
らのインサイトを活用することで、提供す
るCXを継続的に改善し、さらに競争力を
強化することができるでしょう。

顧客定着率の向上
一度でも顧客が購入を決めたら、その顧
客を引き止めることが目標になります。こ
の場合でも、Personalizationは状況に
応じた高度なカスタマイズを提供し、多く
の企業においてデジタル体験の中心であ
るWebサイトの価値を向上させます。オー
プンAPIを使用すれば、Web、Eメール、モ
バイル、ソーシャル、IoTなど多様なチャネ
ルを通じて適切な情報が提供でき、統合
的な体験を実現することが可能になりま
す。

また、コンテンツの表示方法をより自由に
設定し、必要に応じてパフォーマンスを最
適化することができます。その結果お客様
をより深く理解することができ、より価値
のあるコンテンツをおすすめできるように
なります。こうしたメリットは、長期的な
顧客ロイヤルティを培う優れたCX構築に
つながるのはもちろんのこと、同時に直
帰率を下げ、Webサイト全体のスコア向上
にもつながります。

顧客ロイヤリティと
信頼性の向上
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開発者とマーケター
が連携する方法
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Acquia Personalizationは、開発者とマーケターの間に入っ
てガイドのような役割を果たし、パーソナライズプロセスを
手助けします。これにより、マーケターはクリエイティビティ
を発揮し、開発チームが作成するすべての承認済みコンテ
ンツに合わせて体験の最適化ができます。タクソノミ機能は
すでにDrupal内に用意されていますし、各ツールは互いに
連携して動作するようにすでに設計されています。

Personalization は、開発者とマーケターがアイデアを出し
合い、力を合わせて魅力的なデジタル体験を作り上げるた
めの第一歩となるでしょう。WebサイトにおけるCX機能をア
ップグレードすることは、いまや遠い夢ではありません。実
際に実現可能であり、これまで考えていたよりもはるかに簡
単に導入できるようになったのです。

新たな可能性の世界へ
マーケティングとの強力なパートナーシップと適切なツール
があれば、開発者は視野を広げ、より大胆なプロジェクトに
挑戦できるようになるでしょう。リソースの制約や社内での
対立を心配するのではなく、「次のゴールは何なのか」とシン
プルに考えることができるようになるのです。

20
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まとめとポイント
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Drupalユーザーには、カスタマイ
ズされたデジタル体験を構築す
る他社製品が多数あります。しか
し、Acquia Personalizationは
Drupal専用に最適化された唯一の
パーソナライゼーションツールです。
これによりDrupalの持つ機能が最
大限に活かされ、ターゲットに合わ
せたコンテキスト豊かな体験を作り
上げることが可能になります。ワーク
フローは合理化・最適化され、導入
までの時間も短く済むでしょう。

Acquia Personalizationは、複雑な
コーディングを必要としません。つま
り、高度な技術的スキルがなくても、
簡単にカスタマイズを行うことがで
きるのです。クリック、ドラッグ＆ドロ
ップといった単純な作業でパーソナ
ライゼーションが可能なのです。時
間をかけて学習でき、分析データへ
のアクセスも組み込まれているため、

マーケターはその専門知識を最も重
要なこと、つまりカスタマーエクスペ
リエンスの改善に生かすことができ
るのです。

多くのカスタマイズソリューションと
は異なり、Acquia Personalization 
は、最終的に開発者とマーケターの
良好な関係構築をサポートするもの
です。そして、両者が共同で一つのこ
とを成し遂げようとすることで、あな
たの企業の信頼性、収益、さらなる
発展をより確かなものにすることが
できるでしょう。 W
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ACQUIA PERSONALIZATION
によって、顧客との関係がどう
パーソナライズされるのか、その
具体的な方法をご紹介します。

デモをリクエストする

23
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https://www.acquia.com/products/marketing-cloud/personalization


ACQUIA.COM

24

アクイアについて
アクイアは、世界中で最も革新的なブランドがデジタルカ
スタマーエクスペリエンスを創造できるよう支援していま
す。オープンソースのDrupalを中核とするAcquia Digital 
Experience Platform（DXP）は、世界中のマーケター、開
発者、IT運用チームなどが、顧客満足度やコンバージョン
率を高め、競合他社に差をつけるデジタル製品やサービス
の迅速な構築・展開を可能にします。

24
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